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r扶
桑
五
山
記
｣
は
'
中
世
の
'
日
本

･
中
国
両
国
の
五
山
制
度
の
諸
面

を
通
覧
す
る
上
で
最
も
便
利
な
史
料
'
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
だ
と
い
え
よ
う
｡
こ

れ
は
'
昭
和
三
十
八
年
'
玉
村
竹
二
氏
の
校
訂
に
よ
り

r鎌
倉
市
文
化
財
資

料
]
二
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

(鎌
倉
市
教
育
委
員
会
発
行
)
.
そ
の
後
'
私

も
'
そ
の
記
事
に
大
い
に
興
味
を
も
ち
'
史
料
と
し
て
の
多
角
的
利
用
法
を

鑑
み
t
r日
本
歴
史
L
三
八

1
号
に

｢扶
桑
五
山
記
索
引
雑
考
｣
を
成
し
た

(昭
和
五
十
五
年
)｡
そ
こ
で
'
日
本
の
五
山
各
寺
の
塔
頭
数
を
派
別
に
奉
不

し
た
-
'
日
本
禅
院
境
致
索
引

(五
山
'
十
剰
'
諸
山
)
を
作
成
し
'
掲
載

し
た
｡
こ
の
刊
本

r扶
桑
五
山
記
｣
は
'
久
し
-
稀
載
本
に
な
っ
て
い
た
の

で
'
や
が
て
昭
和
五
十
八
年
'
臨
川
音
店
か
ら
復
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

そ
れ
に
際
し
て
､
私
は
'
玉
村
先
生
に
随
行
'
二
人
で
早
春
の
瑞
泉
寺

(普

長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要
-
人
文
科
学
1

希
六
二
号

て
十
剃
｡
鎌
倉
市
二
階
堂
所
在
｡
当
時
の
住
職
大
下
皇
道
氏
)
に
赴
き
原
本

拝
見
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
｡
ま
た
先
生
か
ら
ご
指
示
が
あ
っ
て
'
こ
の
復
刊

本
に
新
た
に
索
引
を
付
け
る
こ
と
に
な
り
'
そ
の
作
業
を
任
さ
れ
た
｡
そ
こ

で
境
敦

(中
国
禅
院
境
敦
'
日
本
五
山

･
十
剃

･
諸
山
境
致
)
'
五
山
塔
頭

(日
本
)'
住
持

(五
山
住
持
位
次
'
十
剃

･
諸
山
開
山
｡
い
ず
れ
も
日
本
)

に
つ
い
て
索
引
を
作
成
し
'
そ
れ
を
復
刊
本
の
末
尾
に
収
録
し
た
｡

そ
れ
か
ら
十
五
年
余
り
経
っ
た
が
t
r扶
桑
五
山
記
】
作
業
の

1
環
と
し

て
'
こ
こ
に

｢
五
山
住
持
入
寺
年
表
｣
(日
本
関
係
｡
以
下

｢本
表
｣
と
称

す
)
を
作
成
し
'
適
宜
そ
れ
に
注
を
施
し
っ
つ
'
若
干
考
察
し
て
み
た
｡
今

後
'
こ
の
方
面
の
研
究
と
か
'
史
料
館
兼
な
ど
に
'
櫛
か
で
も
お
役
に
立
て

ば
幸
い
で
あ
る
｡
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山

口

隼

正

本
表
を
作
成
す
る
に
当
た
り
'
次
の
よ
う
な
こ
と
に
留
意
し
た
｡
そ
れ
に

伴
い
'
気
付
い
た
点
も
示
し
て
お
こ
う
｡

①

｢扶
桑
五
山
記
l
所
収
の
各
五
山
の

｢住
持
位
次
｣
(世
代
)
か
ら
'

入
寺
の
年
次
を
明
記
し
た
も
の

(戦
国
初
期
の
文
明
年
間
ま
で
)
を
拾
い
'

そ
れ
を
統
合
し
て
編
年
に
配
列
し
た
｡

こ
う
し
た
と
こ
ろ
'
時
期
的
に
は
弘
安
二
年

(
二

一七
九
)
～
文
明
十

九
年

(
一
四
八
七
)
で
あ
る
こ
と
'
東
福
寺

(京
都
五
山
｡
聖

一
派
総
本

山
'
度
弟
院
)
の
世
代
が
全
く
見
え
な
い
こ
と
に
気
付
-
｡
東
福
寺
の

｢住
持
位
次
｣
に
は
'
多
く
の
世
代

(
一
～
二
三
人
世
)
を
載
せ
な
が
ら
'

そ
れ
ぞ
れ
の
入
寺
時
期
を
記
し
た
例
が
全
く
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
｡

②

本
表
に
'
恥

(通
し
番
号
)'
西
暦
'
年
月
日
'
五
山
世
代
､
住
持
名
'

記
事
'
収
録
貫

(
r扶
桑
五
山
記
｣
で
の
)'
そ
し
て
大
日
本
史
料
の
欄
を

設
け
た
｡

先
ず

｢年
月
日
｣
欄
は
'
い
う
ま
で
も
な
く
入
寺
の
時
期
を
示
し
て
あ

り
'
こ
こ
で
は

r扶
桑
五
山
記
｣
の
通
り
に
表
記
し
た
が
'
他
の
史
料
と

対
照
し
て
t
よ
り
正
確
な
事
実
を
得
ら
れ
る
場
合
'
そ
の
旨
を
注
に
記
し

た
｡
特
に

｢大
日
本
史
料
｣
未
刊
の
時
期
に
つ
い
て
は
留
意
し
た
｡
も
ち

ろ
ん

｢大
日
本
史
料
J
既
刊
分
に
つ
い
て
も
'
点
検
し
て
､
い
-
ら
か
補

正
で
き
た
｡

そ
し
て

｢記
事
｣
欄
に
は
'
住
持
位
次
の
記
事
で
特
記
し
た
い
も
の
を

拾
っ
て
示
し
て
み
た
｡
例
え
ば
相
国
寺
三
四
世
の
叔
京
妙
祁
の
場
合

(本

表
恥
e
)'
｢記
事
｣
欄
で
は

｢
不
入
寺
'
辞
世
頚
｣
と
摘
記
し
た
が
'

｢扶
桑
五
山
記
｣
に
お
け
る
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る

(
≡

元
頁
)
｡

(七*
中*
)

什
四
'
叔
京
禾
上
'
諦
妙
郁
'
嗣

贋

照

､

慶
永
什
二
年
乙
巳
七
月
十

九
日
'
領
公
文
'
不
入
寺
'
甲
州
人
'
永
享
八
年
丙
辰
十
二
月
廿
六

日
'
示
滅
於
西
山
松
泉
奄
'
春
秋
六
十
五
､
自
作
棺
銘
日
へ
如
来
浬

十
八

梓
'
金
柑
用
之
'
山
僧
唱
滅
'
木
棺
烏
宜
'
諸
方
蕃
例
'
蝕
亮
太
修
'

維
中
古
式
'
匪
先
俳
規
'
町
嘱
諸
子
'
不
用
倣
子
'
不
用
倣
時
'
微

分
膿
劣
'
薄
葬
可
師
'
坐
脱
臥
化
'
敵
俳
威
儀
'
啓
手
足
間
､
JV
勿

容
疑
'
踏
翻
三
有
'
超
方
遊
嬉
'
通
子

一
線
'
辞
･～
傷
慈
'
艶
面
不

委
'
閃
電
巳
遅
tL
喝
'
臨
減
作
頚
百
首
'
名
目
胡
家
曲
子
'
又
作

辞
世
頃
日
､
枯
生
死
海
'
空
浬
梓
城
'
樽
身
法
界
'
青
天
青
井
'

こ
こ
に

｢辞
世
額
｣
の
本
文
も
示
さ
れ
て
い
る
｡
本
表
に
摘
記
し
た

｢遺
偶
｣
や

｢額
｣
に
つ
い
て
も
､
同
様
に
'
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
は

r扶

桑
五
山
記
｣
の
該
当
箇
所
に
示
さ
れ
て
い
る
｡

ま
た

｢不
入
寺
｣
と
あ
る
が
､
史
料
収
集
し
た
と
こ
ろ
､
こ
の
際
の
入

寺
疏

(山
門
疏
)
の
原
文
に
出
会
っ
た

(注
26
)｡
本
表
に
摘
記
さ
れ
た

｢不
入
寺
｣
(あ
る
い
は

｢不
入
院
｣
｢不
住
山
｣
)
に
つ
い
て
'
実
際
に
点

検
し
た
と
こ
ろ
'
こ
の
他
に
も
入
寺
語
録

(注
27
)
と
か
入
寺
疏

(注
3
'

39
)
の
本
文
が
残
っ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
｡
し
か
も
未
刊
史
料
の
ま
ま

の
こ
と
も
あ
り
､
そ
の
よ
う
な
場
合
'
適
宜
'
注
に
本
文
を
紹
介
し
た
｡

(注
)

な
お
こ
の
辺
り
の
実
態
に
つ
い
て
は
'
あ
ら
た
め
て
検
討
し
た
い

｡

そ
し
て

｢不
入
寺
｣
(｢不
入
院
｣
)
の
例
は
'
ご
覧
の
よ
う
に
'
相
国

寺
と
建
仁
寺
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
｡
相
国
寺
の
場
合
'
｢不
入
寺
｣
は
応

永
二
十
五
年

(
一
四
一
八
)
の
盛
元
焚
鼎
の
時

(恥

6
)か
ら
始
ま
る
.

こ
の
焚
鼎
に
つ
い
て
t
r扶
桑
五
山
記
｣
で
は
世
代
に
入
れ
て
い
る
が

(相
国
寺
二
六
世
)t
r相
国
寺
前
任
籍
｣
で
は
世
代
に
入
れ
て
い
な
い
｡

r相
国
寺
前
任
籍
｣
(内
閣
文
庫
所
蔵
)
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
｡

〇

第
二
十
五
世
'
慶
仲
和
尚
'
諦
周
賀
'
嗣
普
明
国
師
'
応
永
二
十
三

年
丙
申
八
月
二
十
四
日
入
寺

(下
略
)

○

再
任
'
智
海
大
珠
禅
師
'
応
永
二
十
五
年
戊
戊
三
月
二
十
七
日
入
寺

△

盛
元
和
尚
､
講
究
鼎
'
嗣
前
任
臨
川
練
雲
和
尚
'
応
永
二
十
五



年
戊
成
二
月
二
十
人
日
額
公
文
'
換
両
班
不
住

(下
略
)

〇

第
二
十
六
世
'
無
説
和
尚
'
韓
景
演
'
嗣
常
光
国
師
'
応
永
二
十
五

年
戊
戊
八
月
十
二
日
入
寺

(下
略
)

以
後
'
相
国
寺
の

｢不
入
寺
｣
の
場
合
'
｢扶
桑
五
山
記
｣
で
は
世
代

に
入
れ
て
い
る
が
t
r相
国
寺
前
任
籍
J
で
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
'
双

方
で
世
代
の
数
え
方
が
大
き
-
ず
れ
て
い
く
｡

建
仁
寺
の
場
合
'
｢不
入
院
｣
は
既
に
同
寺
七
二
世
の
祥
庵
焚
書

(応

永
二
十
四
年
三
月
五
日
寂
t
r建
仁
寺
住
持
位
次
簿
｣
)
の
と
き
か
ら
見
ら

れ
る
が
'
｢不
入
院
｣
の
時
期
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
下
っ
て
文
明
五

午

(
1
四
七
三
)
の
秋
柏
正
茂

(二
〇
五
世
)
の
時

(恥
ELD
)
か
ら
で
あ

る
｡
な
お
建
仁
寺
の
場
合
'
こ
の

r扶
桑
五
山
記
J
の
み
で
な
-
'
｢建

仁
寺
住
持
位
次
簿
J
で
も

｢不
入
院
｣
(不
入
寺
)
を
世
代
に
入
れ
て
い

る
の
で
'
相
国
寺
の
場
合
と
は
事
情
が
違
う
｡

ま
た
建
仁
寺
≡

人
世
の
天
隠
竜
沢
の
場
合

(恥

m
)t
r扶
桑
五
山
記
J

に
お
け
る
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る

(
1
八
五
貫
).

(暮
〉

二
百
十
人
世
'
天
隙
龍
滞
'
鮎

鮎

Ⅵ
貼

如
㌔

湖
正
宗
'

(～
)

(a
)

文
明

十

五

年
二
月
廿

一
日

受
訴
'三
月
十
六
日
人
院

本
表
の

｢記
事
｣
欄
で
も
そ
の
通
り
に
示
し
た
が
'

何
し
ろ
入
寺
疏
に

つ
い
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
な
場
合
'
そ
れ
ぞ
れ
の
入
寺
疏
の

原
文
の
検
索
に
努
め
'
特
に
そ
れ
ら
が
未
刊
の
場
合
'
適
宜
'
注
に
そ
の

本
文
を
紹
介
し
た
｡

③

本
表
の
末
尾
に
'
参
考
の
た
め

｢大
日
本
史
料
｣
欄
を
設
け
た
｡
既
刊
の

｢大
日
本
史
料
｣
該
当
箇
所
に
お
い
て
'
こ
の
r扶
桑
五
山
記
J
が
引
用
さ
れ

て
い
る
襲

口は
そ
の
旨
を

r大
日
本
史
料
J
の
編
冊

(｢6
編
22
｣
な
ど
)
で
示

し
た
｡
｢大
日
本
史
科
し
未
刊
の
時
期
に
つ
い
て
は

｢史
整
庶覧
｣
(本
表
で
は

｢肇

と
略
す
)
を
検
索
し
た
が
､
そ
の
場
合
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
o

r扶
桑
五
山
記
J
の
一
考
察

注例
え
ば

r臥
書
目
件
録
抜
尤
J
享
徳
三
年

(
一
四
五
四
)
六
月
十

一
日
条
に

｢勝

定
焚
薄
首
座
来
'
領
備
中
常
典
寺
公
帖
'
因
出
入
寺
法
話
'
克
入
院
而
有
法
話
耳
｣

と
見
え
る
｡
当
時
'
こ
の
備
中
常
井
寺

(諸
山
)
の
よ
う
に
'
地
方
の
五
山
系
寺
院

に
つ
い
て
も
同
様
な
状
況
で
あ
っ
た
と
寮
せ
ら
れ
る
｡

十
九



[五山住持入寺年表]

沌1西暦 年 月 日 車山世代 住 持 名 記 事 収録貫 大日本史料

1 1279弘安 2.8.21人寺 (注 1) 建長 5 無学祖元 115

2 1307徳治2人寺 (注 2) 建仁17 約翁徳倹 169

3 1313正和 2 .8 ,1人 寺 (-)主3) 南禅 3 -山一車 6色
4 1318文保 2.12.3人寺 (補注 1) 南禅 5 約翁徳倹 項 68

5 1321元亨 1.8.晦入寺 南禅 7 双峯宗源 辻偽 68

6 1324元亨4.9人寺 南禅 8 浄光鏡 円 69

7 1325正中2.8.29人寺 (注4) 南禅 9 夢窓疎石 69

8 1326嘉暦 1人寺 南禅10 潜渓処謙 69

9 1330元徳2.10.11人寺 南禅11 元翁本元 69

10 1333建武葵酉入寺 (注 5) 建仁23 清拙正澄 170

ll 1336建武3人寺 南禅14 清拙正澄 額 70

12 1339暦応2.3.14人寺 南禅15 虎 関師錬 額 70 6編 5

13 1341暦応4.4.13人寺 (注6) 南禅16 竺仙焚偉 項 70

14 1345康永4.1.18人寺 (注 7) 建仁30 雪村友梅 171

15 1345康永4人寺 南禅19 兼山智明 頚 71

16 1348貞和4人寺 南禅20 乾峯士曇 遺偶 71

17 1348貞和4人寺 南禅21 無隠元晦 71

18 1348貞和4人寺 建仁32 無隠元晦 1716編12

19 1350観応 1.8.5人寺 建仁35 竜山徳見 大元天暦 3 (1330).6住専州鬼率寺 (注 8) 171

20 1350観応 1.10.10人寺 南禅22 大隆義沖 項 716編13

21 1352観応3.4.8人寺 南禅23 東陵美瑛 716編16

22 1352文和 1､住天竜 天竜4 固山-葦 貞和住東福 (注9) 85 6串16

23 1355文和4人寺 建仁37 無婁義天 171

24 1359延文4.7.8人寺 (注10) 万寿 中巌円月 227 6編22

25 1362康安2.4.19人寺 (注11) 建仁42 中萩円月 172

26 1367貞治6.10.3人寺､応安 1春退院 建長41 *kRj] 119 6編28

27 1373応安6.冬､住天竜 (注12) 天竜13 天壌霊致 南禅32世 86 6甫38

28 1380康暦2.4.4人寺 (注13) 建仁5.5 義堂周信 173

29 1385至徳2.3.21人寺 (注14) 南禅44 義堂周信 73

30 1385至徳2奉旨董天竜 天竜21 中山法穎 南禅47世 87

31 1386至徳3.7.28-閲読公帖 相国2 春屋妙 龍 134

32 1386至徳3.10.26人寺 (注15) 相国3 空谷明応 辞世項 135

33 1386至徳3.冬､入寺 天竜23 椿庭海寿 ○汝蒸発山門龍 (注16)○南禅46世 88

34 1388嘉慶2.7.22人寺 (注17) 相国4 太清宗洞 135

35 1388#52.ll.8̂ S 相国5 雲渓支 山 135

36 1392明徳3.10.3人寺 (注18) 相国6 絶海中津 項 135

37 1394応永 1.7.8人寺 相国7 物先周格 135 7編 1

38 1394応永 1.ll.1人寺 相国3住 空谷明応 135 7#1

39 1397応永4.2.28人寺 相国再任 絶海中津 135 7#2

40 1397応永4.3人寺 天竜30 大照円緊 松藤製山門疏 88 7編 2

41 1397応永4.7人寺 天竜31 器之令豊 松庵製山門龍 (注19) 88 7編 2
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43 1399応永6.8人寺 天竜33 益受箱 詐 〇枚蔭製山門琉 (注20)○相国18世 89

44 1400応永 7.3.8人寺 相国9 観中中諦 136 7肴4

45 1401応永8.8.11人寺 相国3住 絶海中津 136 7編 5

46 1402応永9.2.13人寺 相国再任 万宗中渦 136

47 1402応永9.3.8人寺 相国10 大岳周崇 136 7績5

48 1403応永10.8.19人寺 相国11 中山中東 136 7線6

49 1401応永10.8人寺 天竜38 在中中掩 89 7縮6

50 1404応永11.10.24人寺 (注21) 相国12 無求周伸 136 7編 6

51 1405応永12.8.17人寺 相国13 在中中滝 136 7績7

52 1407応永14.8.21人寺 相国14 少林周兼 137 7編 9

53 1407応永14.10.3人寺 相国15 東啓発晃 1377線9

54 1408応永15.8.27人寺 相国16 円錐兜相 1377績10

55 1408応永15.ll.2人寺 相国17 大周周脊 137 7編11

56 1409応永16.3.14人寺､同17結制退院 建仁81 仲方円伊 135 7編11

57 1409応永16.3.29人寺 相国18 益豊満謙 137 7綱11

58 1409応永16.8.28人寺 相国3住 万宗中潮 137 7繍12

59 1409応永16.12.24人寺 相国再任 円錐焚相 137 7縞12

60 1410応永17.3.23人寺 相国19 部隠慧脊 137 7層13

61 1411応永18.7.28人寺 相国20 肺翁意欲 137 7需14

62 1411応永18.12.11人寺 相国21 象先発起 138 7績15

63 1413応永20.3.23人寺 相国22 巌中層慶 138 7編18

64 1414応永21.8.10人寺 相国23 西胤便乗 138 7績20

65 1415応永22.8.25人寺 相国24 楯堂発 意 138 7績22

66 1415応永22人寺 天竜57 大愚性智 南禅93世､有七処九金持 (注22) 917縞22

67 1416応永23.8.24人寺 相国25 慶仲周東 138 7編25

68 1418応永25.3.27人寺 相国再任 厳中周主 138銘菓7

69 1418応永25.2.18領公文 相国26 盛元党珊 不入寺 138

70 1418応永25.8.12人寺 (注23) 相国27 無税景済 138

711419応永26.8.11人寺 (注24) 相国28 古幡周勝 139

72 1421応永28.7.16領公文 相国29 -閑周玄 不入寺 139

73 1421応永28.8.12人寺 相国30 元容周額 139

74 1421応永28､領相国帖 天竜68 一関周玄 南禅99世 92

75 1423応永30.8.16人寺 相国31 元瑛慧瑛 辞世額 139綜寛7

76 1423応永30.9.27(入寺) 相国32 権門来朝 139綜寛7

77 1424応永31.4.28人寺 (注25) 相国33 就中中款 139

78 1425応永32.7.19領公文 相国34 叔京妙祁 不入寺､辞世額 (注26) 139鯨寛7

79 1425応永32.8.19人寺 相国再任 舌峻周勝 140綜寛7

80 1427応永34.8.3人寺 相国35 車載周悦 140掠覧7

811428応永35.3.14領公文 相国36 仲晦周光 不入寺 140簾寛7

82 1428正長 1.3.20人寺 相国37 用剛乾治 140

83 1428正長 1.ll.13領公文 相国38 恕中中誓 不入寺 (注27) 140繰覧7

84 1428正長 1.ll.19領公文 相国39 玉柚英種 不入寺 140

85 1428正長 1.12.2人寺 相国40 星岩俊列 140綜覧7

86 1429永享 1.6.27人寺 相国41 月渓中柵 141綜覧7

87 1429永享1.9.5領公文 相国42 鈍中全鋭 不入寺 141
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88 1430永享2.8.10人寺 相国43 春林周簾 141綜覧7

89 1431永享3.8.24人寺 相国再任 恕中中等 141綜覧7

90 1431永享3.ll.23人寺 (注28) 相国3住 古唖周勝 141

91 1432永享4.3.29人寺 相国44 宝山乾珍 141綜覧7

92 1432永享4､奉公命､列天竜之位 天竜91 竜室道渦 宣徳8(1433).7.24示寂於杭州 94

93 1433永享5.7.28人寺 相国45 徳伸等葱 141綜覧7

94 1434永享6.7.18領公文 相国46 周中周本 不入寺 141綜覧7

95 1435永享7.8.11人寺 相国47 竺雲等連 141綜覧7

96 1436永享8.3.24人寺 相国再任 宝山乾珍 142

97 1436永享8.8.9人寺 相国再任 星岩俊列 142綜寛7

98 1437永享9.3.11領公文 相国48 子建乾植 不入寺 142

99 1437永享9.8.19人寺 相国49 柏心周操 142

1001439永享11.2.13人寺 相国再任 用剛乾治 無入院之儀式､又無上堂 (注29) 142

1011440永享12.8.29人寺 相国50 瑞渓周鳳 142

1021440永享12人寺 天竜99 心閑清適 心田製江湖疏 (注30) 95

1031441嘉舌 l.8.6領公文 相国51 -源意競 不人寺 142

1041441嘉舌 l.8.28人寺 相国52 東岡周特 142

1051441嘉舌 l.9人寺 天竜102 惟宗徳輔 南禅167世､東福113世 95

1061441嘉舌 l.12.9領公文 相国53 友山清 師 不入寺 142

1071442嘉書2.1.19領管領帖 相国54 虎山永 隆 不入寺 (注31) 142

1081442嘉書2.3.23人寺 相国55 正隆周i元 142

1091442嘉書2.10人寺 天竜105 玉膏徳瑛 村篭製同門疏 (注32) 95

1101443嘉書3.6.18領公文 相国56 平伸中衛 不入寺 143

1111443轟音3.7.17領公文 相国57 明達俊青書不入寺 143

1121443嘉書3.12.24人寺 相国58 東岳折泰 143

1131444文安 1.2.28人寺 相国59 子章全 固 143

1141444文安 1.12.29人寺 相国60 性天景薄 143

1151445文安2.8.12人寺 相国61 温伸暴板 143

1161446文安3.9.22人寺 相国63 雪心等粕 143

1171447文安4.3人寺 天竜116 季照中明 96

1181447文安4.8.28人寺 相国64 東沼周最 143

1191447文安4.10.15人寺 相国65 伸黙慈弁 143

1201448文安5.4.28領公文 相国 芳源周沼 不住山 144

1211448文安5.8.10人寺 相国66 東旭等坪 144

1221449文安6.3.10人寺 相国67 古邦君津 144

1231449宝徳 1.8.27人寺 相国68 静甫周青書 144

1241449宝徳 1.12.25人寺 相国69 春渓洪甘 144

1251450宝徳2.9領公文 相国 竜岡其圭 不住山 144

1261450宝徳2.9領帖 相国 東書等 甲 不住山? 144

1271450宝徳2.ll.3人寺 相国70 徳翁中佐 144

1281450宝徳2.12.29人寺 相国71 察堂洪省 144

1291450宝徳 2住山 天竜127 東岳澄肝 南禅185世､相国45世 97

1301451宝徳3.9.11人寺 相国72 以鈍等鋭 144

1311452宝徳4.3.16領公文､同23日入寺 相国73 用豊中材 144



1321453享徳2.7.24領公文､8.9人寺 相国74 竹香全悟 145

1331454享徳-3領公文､9.8人寺 相国75 文渓永野 145

1341455享徳4.8人寺 天竜133 月泉辞拘 東福136世､南禅198世 97

1351455康正 1.9.26人寺 相国76 順漢等助 145

1361457東正3.4.1人寺 相国再任 春渓洪曹 145

1371457康正3.8.12人寺 相国78 仙岩澄安 康正 3.9.29定山門親式 145

1381457康正3.10.28領公文､11.21人寺 相国79 徐開先詳 145

1391458長禄 2.9.15人寺 相国80 柏岩周寿 145

1401458長禄 2人寺 天竜141 九峯以成 建仁210世 98

1411459長禄3.2.18領公文､3.5人寺 相国81 以仁俊誉 145

1421459長禄3.ll.晦､領公文､12.14人寺 相国82 修山光謹 145

1431460長禄4.2.5領公文､同13日入寺 相国83 天美周賢 145

1441460長禄4.6.3領公文､換虹､同17日入寺 相国84 伯芳周荘 146

1451460長禄4.7.4領公文､同11日入寺､不換両班､8.10酉明棲､白日自破却､依之遂退院 相国85 以遠澄期 146

1461460長禄4.8.27人寺 相国再任 静甫周舘 146

1471460寛正 1.12.13領公文､同19日入寺 相国86 育毛澄郵 146

1481462寛正3.2.17領公文､3.11人寺 相国87 維馨兜桂 146

1491464寛正5.7.23領公文､8.6人寺 相国89 葉隠尊大 146

1501465寛正6.2.4領公文､同13日入寺 相国90 壁渓等瑛 146

1511465XiE6.8.6̂ S 相国91 松堂守蔭 146

1521466文正 1.5.8領公文､同15日入寺 相国92 伸青本耕 146

1531467応仁 1.2.19領公文､3.12人寺 相国93 玉崖党務 146

1541467応仁 1.7.19人寺 相国再任 雑著焚桂 147

1551472文明4 建仁203 文苑等辛 184 8編6

1561472文明4.12.2 建仁204 珠渓□鼻 184 8編6

1571473文明5.6 建仁205 秋柏正茂 10住､不入院 184

1581473文明5 建仁206 日成秀瑛 不入院 184

1591474文明6.6 建仁208 宝洲宗衆 不入院 184

1601476文明8.8.22 建仁209 始連中PL不入院 184

1611477文明9.12 建仁210 九峯以成 不入院 184

1621478文明10.ll.12人寺 天竜143 牧毛景息 有同門就 .道旧就 (注33) 98

1631478文明10.ll.15人寺 相国3住 維馨焚桂 147

1641478文明10 建仁211 太虚焚仝 不入院 184

1651478文明10.ll 建仁212 鐘阜永豊 不入院 184

1661479文明11.2 建仁213 文紀曇郁 3任 (注34) 184 8縞11

1671479文明11 建仁214 春江魔窟 不入院 184

1681480文明12 建仁215 継章元呼 3住 184

1691480文明12 建仁216 東岩⊂]l敬 不入院 184

1701480文明12.9.27(注35) 建仁217 正宗竜統 8住 185

1711483文明15.2.21受訴､ 3.16入院 建仁218 天隠竜沢 ○10住○山門.津山 .江湖正宗 1858編14
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1721483文明15.12.3人寺 建仁219 子才清郵 道旧月舟 (寿桂)(注38) 185 8編15

1731484文明16.6.26 建仁220 密渓浦堅 7住､不入院 (注39) 185 8縮16

1741484文明16.7 建仁221 大権源梁 185 8編16

1751484文明16.9人寺 天竜145 森沢周 薫 有人寺請､月舟有江湖疏 (注40) 99 8編16

1761484文明16.ll.19 建仁222 廷瑞祖 兆 山門古桂 (弘稽)(注41) 185

1771485文明17.4.21領公文､同28日入寺 相国94 横川景三 147 8縮17

1781485文明17､人寺 天竜146 益之宗 麓 99

1791486文明18.8.9領公帖､同16日入寺 相国95 桃源瑞仙 147 8編18

1801486文明18.9.11人寺 天竜147 竺心焚密 99 8#19

1811486文明18.9.18領公帖､同27日入寺 相国96 金渓焚鐸 147

1821486文明18 建仁224 書足口峡 不入院 185

1831486文明18 建仁225 合浦永環 不入院 185

1841487文明19 建仁226 登濃永榛 不入院 185

1851487文明19結制後6日 建仁227 叔斡祥楯 不入院 185
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元
年
六
月
琉
)
お
よ
び

｢竜
山
和
尚
初
任
隆
興
府
竜
安
山

兜
率
禅
寺
静
録
｣
が
あ
る

(玉
村
竹
二
編

r五
山
文
学
新
集
二

二
).

(9
)
貞
和
元
年

二

三
四
五
)
四
月
二
十
日
'
一
筆
は
東
福
寺
住
持

(二
十
二
世
'

扶
桑
五
山
記
)
と
な
り
同
寺
に
入
寺
し
て
い
る

(r大
日
本
史
料
]
六
編
入
).

(
10
)
r中
巌
和
尚
薄
録
J
所
収

｢仏
種
意
済
禅
師
住
京
城
万
寿
禅
寺
請
鐘
｣
の
胃
頭

に
も
'
｢師
於
延
文
四
年
己
亥
七
月
八
日
入
院
｣
と
見
え
る

(r五
山
文
学
新
集
】

四
)｡
こ
の
語
録
の
記
事
は
基
本
的
史
料
だ
が
､
r大
日
本
史
科
｣
の
該
当
箇
所

(六
編
二
十
二
)
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
｡

(11
)
r中
東
和
尚
語
録
]
所
収

｢仏
程
意
済
禅
師
住
東
山
建
仁
禅
寺
簿
録
｣
の
冒
頭

に
も
'
｢東
安
二
年
壬
寅
四
月
十
九
日
入
院
｣
と
見
え
る
｡
こ
の
記
事
は
'
実
は

r扶
桑
五
山
記
｣
の
記
事
と
同
様
t
r大
日
本
史
科
し
(大
箱
二
十
四
)
の
診
当
箇

所
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
｡

(
12
)
正
確
に
は
'
応
安
六
年
十
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る

(【大
日
本
史
科
し
六

編
三
十
八
)0

(13
)
r義
堂
和
尚
帯
良
し
所
収

｢住
京
城
東
山
建
仁
禅
寺
番
録
｣
の
冒
頭
に
'
｢師

以
康
暦
二
年
庚
申
二
月
十
九
日
'
在
相
防
報
恩
禅
寺
'
受
右
府
請
'
四
月
四
日

入
寺
｣
と
あ
る

(r大
正
歳
】
八
十
).
こ
の
時
期
は

r大
日
本
史
科
し
六
甫
未

刊
だ
が
'
こ
れ
ら
史
料
に
よ
り
'
い
ま
の
と
こ
ろ
鹿
骨
二
年
四
月
四
日
粂

｢幕

府
､
周
信

(義
堂
)
ヲ
建
仁
寺
住
持
卜
為
シ
'
長
日
'
周
借
入
寺
ス
｣
と
い
う

納
文
が
与
え
ら
れ
よ
う
｡
公
帖
の
原
文
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
'
も
っ
と
日
付
が

早
ま
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
｡
念
の
た
め
に
い
え
ば
'
公
帖
の
日
付
と
受
講
の
日

付
と
は
必
ず
し
も

1
致
し
な
い
o
例
え
ば
応
永
二
十
四
年

二
､四
1
七
)'
大
愚

性
智
が
南
禅
寺
住
持
と
な
る
場
合
'
公
帖
の
日
付
は
二
月
廿
九
日
で
､
受
講
は

r扶
桑
五
山
記
L
の
一
考
察

三
月
三
日
､
そ
し
て
入
寺
は
二
十
七
日
で
あ
る

(r大
日
本
史
科
し
七
gF二
十
七
).

(14
)
【義
堂
和
尚
諦
録
】
所
収

｢住
瑞
竜
山
太
平
典
国
甫
禅
禅
寺
語
録
｣
の
胃
頭
に

｢師
於
至
徳
二
年
乙
丑
二
月
二
十

一
日
'
在
大
藩
院
幸
助
'
三
月
二
十
日
入
寺
｣

と
あ
っ
て

(r大
正
裁
｣
八
十
)'
入
寺
の
日
付
が

r扶
桑
五
山
記
｣
の
場
合
と

は
異
な
る
が
'
こ
の
許
録
の
記
事
が
正
確
な
の
か
も
し
れ
な
い
｡
こ
の
時
期
は

r大
日
本
史
料
J
大
箱
未
刊
で
あ
る

(明
徳
三
年
-

1
三
九
二
ま
で
).

(
15
)
【常
光
国
師
語
録
｣
所
収

｢山
城
州
万
年
山
相
国
春
夫
禅
寺
藷
録
｣
の
冒
頭
に
'

｢師
於
至
徳
丙
寅

(
一
三
八
六
)
十
月
二
十
六
日
入
寺
､
於
鹿
苑
受
訴
｣
と
あ
る

(【大
正
歳
｣
八
十
一
)0

(16
)
こ
れ
に
敢
当
す
る
本
文
と
し
て
t
r汝
兼
佐
禅
師
疏
L
所
収
｢椿
庭
和
尚
住
天

竜
山
門
｣が
あ
る

(r五
山
文
学
新
集
｣
別
巻
二
の
五
〇
九
頁
)0

(
1
)
r太
清
録
】
所
収

｢相
国
東
天
禅
寺
語
舟
｣
の
胃
鏡
に
も
'
｢
於
嘉
慶
二
年
七

月
廿
二
日
入
院
｣
と
あ
る
｡

(
18
)
r絶
海
和
尚
語
録
｣
所
収

｢絶
海
和
尚
住
山
城
州
万
年
山
相
国
東
天
禅
寺
語
録
｣

の
胃
鏡
に
'
｢師
於
明
徳
三
年
壬
申
八
月
晦
日
'
就
北
山
等
持
院
受
請
'
十
月
初

三
日
入
寺
｣と
あ
る

(【大
正
歳
l
八
十
)0

(
19
)
こ
の
｢山
門
疏
｣
に
該
当
す
る
原
文
は
'
1
向
に
管
見
に
入
ら
な
い
が
'
松
蕎

常
宗

(夢
患
派
｡
応
永
十
四
年
三
月
一
日
寂
t
r大
日
本
史
料
J
七
編
入
)
の
著

述
だ
と
い
わ
れ
る
四
六
文
集

r春
雨
集
｣
に
収
舟
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い

(r春
雨
集
L
は
未
見
)｡
な
お
こ
の
際
の

｢諸
山
琉
｣
は
'
そ
の
原
文
が

r曇
仲
辻
美
し
所
収

｢券
之
住
天
竜
諸
山
｣
と
し
て
見
ら
れ
る

(
r
五
山
文
学
新

集
J
一
の
九
五
九
頁
)｡
但
し
こ
の
諸
山
龍
は
t
r大
日
本
史
料
｣
の
該
当
箇
所

(七
滞
二
)
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
.

(
20
)
こ
の

｢山
門
琉
｣
の
原
文
は
'

一
向
に
管
見
に
入
ら
な
い

(前
注
19
と
同
様
)0

こ
の
際
の

｢諸
山
疏
｣
は
'
そ
の
原
文
が

r惟
肖
巌
禅
師
凍
｣
所
収

｢益
里
和

尚
住
天
竜
津
山
琉
｣
と
し
て
見
ら
れ
る

(r五
山
文
学
新
集
二

一の
二

一
〇
頁
)0

こ
こ
で
斯
様
に

【扶
桑
五
山
記
し
の
記
事
や

｢諸
山
疏
｣
が
あ
る
が
'
実
は

r大
日
本
史
科
L
の
萩
当
箇
所

(七
編
四
)
に
綱
文
が
見
え
な
い
o
当
面
'
新
た

二
十
五



山

口

隼

正

に
応
永
六
年
八
月
長
月
粂

｢福
謙

(益
里
)'
天
竜
寺
住
持
卜
為
り
､
入
寺
ス
｣

と
で
も
網
文
を
与
え
て
'
追
加
し
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い

(補
遺
)0

(21
)
r無
求
和
尚
語
録
｣
(京
都
慈
照
院
所
蔵
)
所
収

｢住
万
年
山
相
国
東
天
禅
寺

語
録
｣
の
冒
東
に
は

｢応
永
十

一
年
甲
申
十
月
八
日
於
臨
川
寺
方
丈
受
講
'
同

廿
六
日
入
寺
｣
と
見
え
'
入
寺
の
日
付
が

r扶
桑
五
山
記
し
の
場
合
と
は
異
な

る
が
'
こ
の
語
録
の
記
事

(十
月
廿
六
日
入
寺
)
が
正
確
な
の
か
も
し
れ
な
い
｡

r大
日
本
史
料
｣
の
該
当
箇
所

(七
編
六
)
で
は
､
r扶
桑
五
山
記
｣
の
記
事
に

従
っ
て
入
寺
の
時
期
を

｢十
月
廿
四
日
｣
に
し
て
い
る
が
'
そ
こ
で
引
用
さ
れ

て
い
る

r鹿
苑
僧
録
歴
代
記
｣
な
ど
で
も

｢十
月
廿
六
日
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
0

な
お
こ
の
語
録
は
'
斯
様
に
年
月
日
が
明
記
さ
れ
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
t

r大
日
本
史
科
｣
の
該
当
箇
所
に
引
用
さ
れ
て
い
ず
'
ま
た
未
刊
史
料
で
'
白
文

の
ま
ま
で
あ
る
｡
こ
こ
に
本
文
に
つ
い
て
'
そ
の
前
半
部
分
'
姑
香
部
分
ま
で

を
捷
示
し
よ
う
｡
適
宜
'
読
点
を
施
し
た
｡

[無
求
和
尚
語
録
]

住
万
年
山
相
国
芙

禅
寺
語
録

相
賀

㌫

嗣
請

朋
甜

報

山
門

天
王
草
屋
従
門
人
得
'
百
億
帝
網
重
々
交
薙
､
八
万
法
門
塵
々
具
足
'

仏
殿

殿
裡
底
是
何
物
'
拳
坐
具
云
'
不
是
心
'
不
是
仏
'
不
是
物
'

土
地

護
法
護
人
'
無
党
無
偏
'
要
見
山
僧
十
万
八
千
'

祖
師

一
花
五
葉
芳
騰
十
万
㌧
酒
天
之
浪
起
於
濫
嬢
'

拠
室

毘
耶
杜
ロ
'
産
婦
掩
室
'
無
心
割
城
'
有
意
受
壁
'
山
僧
主
丈
子
今
日
正
開

封
'
卓
上

1
下
云
'
徴
諸
侯
於
玉
吊
'

帖

二
十
六

諸
仏
依
此
出
世
'
列
狙
依
此
振
網
'
挙
帖
云
'
洪
恩
山
岳
重

一
飯
不
可
忘
'

山
門
疏

門
内
事
門
外
人
'
不
識
社
州
南
鹿
掛
西
壁
'

諸
山
疏

湘
之
南
'
滞
之
北
'
花
族
々
'
錦
族
々
'

江
湖
琉

隔
江
招
手
'
傾
蓋
相
知
陽
春
白
雪
'
有
知
音
'
何
必
黄
金
鋳
子
期
'

同
門
疏

吹
墳
吹
簾
'
千
年
古
調
へ
拾
得
作
舞
'
寒
山
大
咲
'

枯
衣

提
起
衣
云
､
直
従
兜
率
弥
勤
親
伝
咲
他
鶏
足
特
待
盤
年
'

登
座

歩
々
通
宵
路
'
着
々
出
身
地
'
坐
断
毘
鹿
頂
是
法
住
法
位
'

祝
聖

恩
耗
九
域
仁
被
八
区
'
扇
盤
根
太
古
之
洋
風
'
播
義
軒
無
私
之
至
化
'

檀
那

輔
聖
明
之
江
化
'
暢
狙
域
之
玄
風
､
海
事
泰
平
'
国
基
永
固
'

(下
略
)

(22
)こ
れ
に
該
当
す
る

r堆
婁
和
尚
七
処
九
会
録
｣
所
収

｢住
霊
亀
山
天
竜
資
聖

禅
寺
語
録
｣
の
冒
頭
に

｢応
永
二
十
二
年
乙
未
八
月
十
八
日
'
在
大
藩
庵
受
相

府
請
'
九
月
二
日
入
寺
｣
と
あ
っ
て
'
大
愚
性
智
の
入
寺
の
時
期
が
正
確
に
記

さ
れ
て
い
る

(r大
日
本
史
料
J
七
編
二
十
二
).

(
23
)
r叢
林
文
藻
｣
(史
料
編
纂
所
所
蔵
)
所
収

｢演
無
説
住
万
年
山
相
国
寺
｣
の

冒
頭
に
'
｢応
永
廿
五
年
八
月
十
二
日
｣
と
あ
る
｡
こ
れ
は
入
寺
語
録
だ
が
'
莱

刊
の
よ
う
だ
L
t
r大
日
本
史
科
し
(七
裾
)
未
刊
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
.

(
24
)
r叢
林
文
藻
｣
所
収

｢古
幡
和
尚
住
相
国
寺
｣
の
冒
頭
に
'
｢
応
永
廿
六
年
八

月
十

一
日

歳
五
十
｣
と
あ
る
｡
こ
れ
も
入
寺
語
録
で
'
未
刊
の
よ
う
な
の
で
'

こ
こ
に
試
み
に
本
文
を
示
し
て
お
こ
う
｡
適
宜
'
読
点
を
施
し
た
｡



帖 皇 祖 土 仏 山

古
樟
和
尚
住
相
国
寺

応
永
廿
六
年
八
月
十

一
日

歳
五
十

門

三
門
斉
開
門
直
入
'
験
歩
云
'
中
下
之
流
仰
望
不
及
'
喝
'

師 地 殿

衣山
門
就

籍
山
故

法
座

前
仏
憐
命
'
後
仏
紀
納
'
放
開
線
路
'
応
化
無
方
'

威
圭
井
藤
'
草
催
風
行
'
巳
受
仏
勅
'
力
護
法
城
､

不
来
東
土
'
不
行
酉
天
'
菟
家
来
頭
'
黒
蜜
黄
連
'

大
衆
我
遣
室
中
'
寛
容
大
虚
密
不
通
風
'
当
陽
堆
坐
四
海
雷
同
'

卓

一
下
'

威
加
海
内
'
言
満
天
下
'
蕎
撤
宗
猷
輝
映
法
社
へ
只
這
箇
維
那

対
衆
宣
託
'
不
在
尋
常
者
也
之
乎
'

両
手
分
付
全
席
担
取
'
大
法
千
釣
糸
遺

1
練
､

1
才
1
主
'
毎
異
無
同
'
須
是
相
忘
於
遷
術
'
自
然
和
気
1
田
中
'

東
山
玉
立
'
西
嶺
藍
青
'

壮
我
門
庭
'

坐
斬
須
弥
慮
不
揖
灯
'
王
仏
高
作
師
子
帆
'
清
聴
無
長
説
'

(
25
)
r叢
林
文
藻
J
所
収

｢誠
伸
和
尚
住
相
国
寺
｣
の
冒
頭
に
'
｢応
永
三
十

一
年

四
月
廿
八
日
｣
と
あ
る
｡
こ
れ
も
'
前
注

(
S3
'
2
)
同
様
に
本
文
未
刊
で
あ

る
｡

(
26
)
r扶
桑
五
山
記
｣
で
は
斯
様
に

｢不
入
寺
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
が
t
r瑞
渓
放
し

に
こ
の
際
の
山
門
龍
の
本
文
が
収
録
さ
れ
て
お
り
'
年
次
つ
き
で
あ
る

(r
五
山

文
学
新
集
｣
五
の
六
〇
二
貫
)｡

(二
手
J
t+
)

壁
が

酉
堂
住
相
歯
山
門

康
永
乙

巳

,

国
師
匡
畢
使
於
丑
山
'
前
六
客
後
六
客
'
宗
匠
揚
先
烈
於
季
世
'
彼

1
時
此

毒

,
余
日
后
来
我
蘇
,
宜
哉
父
作
子
述
,
莱
,
津
金
瀬
玉
,
筆
警

芸

,

組
練
長
駆
十
高
夫
'
筆
陣
無
敵
'
飛
流
層
下
三
千
尺
､
畢
海
有
源
'
北
山
皐

怨
其
可
記
耶
'
東
関
台
命
之
所
加
也
'
済
･V
多
士
'
錐
諸
島
並
化
干
今
時
､

唯
～
追
人
'
非
此
老
軌
任
乎
重
寄
'
徳
香
掬
月
中
桂
子
'
法
廷
散
天
上
鼻
陀
'

宗
有
師
師
有
停
'
力
弘
俳
智
'
覇
至
王
～
至
帝
'
仰
就
聖
明
'

(27
)
r扶
桑
五
山
記
｣
で
は
斯
様
に

｢不
入
寺
｣
と
あ
る
が
t
r叢
林
文
藻
｣
に
｢恕

中
和
尚
住
相
国
寺
｣
が
収
録
さ
れ
て
お
り

(但
し
年
月
日
な
し
｡
未
刊
)
'
こ
の

r扶
桑
五
山
記
｣
の
1
考
察

際
の
入
寺
請
舟
だ
と
い
え
る
｡

(28
)
r叢
林
文
藻
｣
所
収
｢古
幡
和
尚
三
住
相
国
｣
の
冒
頭
に
は
'
｢永
享
三
年
十
月

廿
三
日
｣
と
あ
る

(｢十
月
｣
で
あ
る
)｡
こ
れ
も
未
刊
の
入
寺
語
録
だ
が
｡

(29
)
こ
れ
と
似
た
表
現
だ
が
'
南
北
朝
中
期
の
文
和
二
年

(
二
二
五
三
)
六
月
'

大
道

一
以
が
普
門
寺
住
持
に
な
っ
た
際
の
語
録
に

｢入
寺
之
式
略
之
'
田
無
法

話
｣
と
見
え
る

(r大
道
和
尚
語
録
J
t
r大
日
本
史
料
｣
六
甫
十
八
)｡

(A
)
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
､
r心
田
播
禅
師
疏
J
所
収
の

｢江
湖
｣
項
に

｢心
閑
住
天
竜
｣
が
あ
る

(r五
山
文
学
新
集
J
別
巻

1
の
七
七
九
貫
)0

(31
)
r扶
桑
五
山
記
l
で
は
斯
様
に

｢不
入
寺
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
'
入
寺
歳

の
本
文
も
残
っ
て
い
る
｡
諸
山
龍
が
t
r唯
美
集
｣
(東
福
寺
大
横
院
所
蔵
)
所

収
の

｢諸
山
｣
項
に

｢虎
山
住
相
国
｣
と
し
て
あ
り

(未
刊
)へ
序
の
部
分
も
も

つ
｡
江
湖
茂
が
t
r続
筆
箱
｣
所
収
の

｢江
湖
｣
項
に

｢虎
山
住
相
国
｣
と
し
て

あ
り

(｢五
山
文
学
新
集
｣
別
巻

一
の
一
五
大
貫
)'
序
を
も
ち
､
そ
こ
に
年
次

も
記
さ
れ
て
い
る
｡
こ
こ
で
後
者
'
江
湖
龍
の
冒
頭
部
分
'
即
ち
序
と
茂
の
は

じ
め
の
部
分

(葉
蘭
'
八
字
称
)
を
示
し
て
お
こ
う
.
r大
日
本
史
科
し
七
編
未

刊
の
時
期
で
あ
る
｡

(永■
)

虎
山
住
相
歯

痛
東
,
も
腰
群
,
副
梶
触
副
群
源
公
,
欽
奉

府
命
'
特
起

前
等
持
大
帝
師
虎
山
和
尚
於
鹿
苑
柵
舎
'
住
持

高
年
山
相

国
東
天
帝
寺
,
吾
薫
成
幸
日
,
倖
哉
義
幸
,
辞
師
乃
鹿
私
棚
が
之
遺
体
,
両

名

知
撃

之
貴
弟
也
,
鹿
苑
為
都
僧
録
司
,
而
宗
門
之
元
気
,
在
於
並
也
,

矧
前
年
,
先
相
公
,
捨
我
着
生
,
而
今

嗣
蝕
削
呼

錐
有
碩
望
之
輔
,
列

其
左
右
'
亦
有
借
陰
重
於

辞
師
飴
力
之
畷
'
則
不
放
鳥
国
家
梁
僚
之
寄
也
'

其
徳
盛
臭
'
則
義
孝
'
匪
宗
門
之
私
慶
'
固

○
行
■

朝
謙

低

率
従
､
豊
不
偉
哉
'
於
是
凡
在
江
湖
'
欲
幾
弗
能
'
鞭
製
排
便
'
少

拝
賀
枕
云
'

黄
金
鍵
印

争
如
心
印
之
倖
宗

華
乗
馬
衣

豊
及
肩
衣
之
有
記

二
十
七



山

口

隼

正

知
軽
重
固
丈
夫
也

法
門
阿
衝

某

合
進
退
其
聖
者
乎

慈
済
斉
筏

(下
略
)

(
32
)
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
t
r村
庵
藁
J
下
巻
所
収
の

｢玉
音
住
天
竜
同

門
疏
｣
が
あ
る

(r
五
山
文
学
新
集
j
二
の
四
〇
八
頁
)0

(
33
)
こ
の
う
ち

｢同
門
疏
｣
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
t
r
雪
樵
独
唱
集
｣
所
収
の

｢牧
庵
住
天
竜
同
門

有
序
｣
が
あ
る

(r五
山
文
学
新
集
｣
五
の
四
三
五
頁
)
0

な
お
こ
の
牧
庵
景
忠
が
天
竜
寺
住
持
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
t
r大
日
本
史
科
し

(八
編
)
に
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
'
こ
こ
に

r扶
桑
五
山
記
｣
や
同
門

龍
を
史
料
と
し
て
'
新
た
に
綱
文
を
追
加
し
て
も
よ
か
ろ
う

(八
編
十
の
補
遺
)0

こ
の
同
門
銃
の
冒
頭
部
分
'
即
ち
序
と
銃
の
は
じ
め
の
部
分

(蒙
頭
'
八
字

称
)
は
次
の
通
-
で
あ
る
｡

(抄息
)

牧

庵

住
天
龍
同
門

有
序
'

(足
和
■
故
)

婁
亀
山
天
龍
資
空
疎
寺
'
廼
海
内
鮭
帝
賛
'
而
久
閉
其
主
'
大
塩
越

准

三

宮
'

指

均
旨
,
記
前
義

町
庵
法
兄
雷

於
備
之
至

,
往
以
霊

,
若
稽
乃

翁

恵

林

大
士
'
嘗
重
点
席
之
日
'
有
朝
命
陸
其
位
烏
五
峯
第

1
㌧
然
農
薬
之

盛
'
籍
奥
之
美
'
殆
乎
可
輿
径
鳴
抗
衡
蔦
'
比
年
譜
利
之
栄
次
干
洛
港
者
'

悉
慶
於
兵
火
'
丑
山
亦
雁
其
厄
而
未
復
書
取
'
税
之
者
'
誰
弗
批
類
'
於
是

相
諌
而
謂
'
劫
有
成
壊
t
JV
則
必
成
'
今
共
時
也
'
豊
忍
安
眠
哉
'
鞭
披
葉

拾
硬
'
創
夜
半
之
業
'
辞
師
期
日
而
有
斯
畢
'
則
天
欲
再
植
締
着
欺
'
因
締

詞
作
疏
以
慶
'

雪
峯
久
居
開
郷

山
川
増
秀

海
月
重
開
亀
阜

瓦
襟
費
光

塞
師
徳
有
始
以
克
終

猶
天
時
日
否
而
之
泰

二
十
八

(
3
)
な
お

r桂
林
併
催
｣
(史
料
編
纂
所
謄
写
本
)
に

｢文
紀
住
建
仁
山
門

文

明
十

1
己
亥
｣
が
収
録
さ
れ
て
お
り
'
こ
の
際
の
山
門
疏
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
入

寺
銃
は
'
｢大
日
本
史
料
｣
の
該
当
箇
所

(人
偏
十

一
)
に
全
-
収
録
さ
れ
て
い

ず
'
こ
の
山
門
味
は
'
ま
た
未
刊
の
よ
う
な
の
で
'
こ
こ
に
本
文
を
示
し
て
お

き
た
い
｡
文
紀
住
建
仁
山
門

文
明
十

一
己
亥

大
覚
応
世

華
蔵
開
十
々
之
門

小
果
赴
横

清
涼
領
三
々
之
衆

当
其
有
主
有
伴

論
甚
不
去
不
来

而
翁
位
弗
称
徳

此
老
実
乃
浮
名

侶
走
恵
海
業
旬

心
御
手
々
御
心

行
額
青
々
顧
行

天
上
紫
泥
惟
新

湊
代
二
十
四
洞
群
玉

尭
天
万
六
千
歳
大
椿

学
探
淵
源

某

胸
貯
雪
月

李
広
難
封

戚
孫
有
後

和
蘇
渓
木
弧
歌

余
日
北
海
之
書
太
適

宜
乎
東
山
之
志
不
漁

門
前
白
水
加
古

捷
裳
相
随

望
開
式
祝

積
津
未
濁

洪
基
復
新

(下
略
)

慕

徳
重
縮
林

齢
超
砕
解

(
3
)
正
確
に
は
t
r禿
尾
鉄
着
帯
｣
所
収

｢正
宗
和
尚
住
東
山
建
仁
禅
寺
語
緑
｣
の

冒
東
に
'
｢師
於
文
明
十
二
年
庚
子
八
月
二
十
五
日
'
在
東
山
護
国
祖
塔
'
受
棉

府
請
'
九
月
二
十
七
日
入
院
｣
と
あ
る

(r五
山
文
学
新
集
J
四
)｡
こ
れ
は
入

寺
請
鐘
だ
が
'
実
は

r大
日
本
史
料
｣
の
該
当
箇
所

(
八
編
十
二
)
に
収
録
さ

れ
て
い
な
い
｡
ま
た
そ
こ
で
入
寺
銃
の
う
ち
'
諸
山
銃
と
道
旧
銃
は
収
録
さ
れ

て
い
る
が
'
山
門
疏

･
江
湖
疏

･
同
門
疏
は
新
た
に
追
加
で
き
よ
う
｡
r桂
林
排

便
｣
所
収

｢正
宗
住
建
仁
山
門
｣
t
r雪
樵
独
唱
集
J
所
収

｢正
宗
住
建
仁
江
湖
｣

(r五
山
文
学
新
集
｣
五
の
四
四

一
貫
)t
r禿
尾
鉄
着
帯
L
所
収

｢
(東
山
)
同
門
｣

(同
四
の
二
二
三
頁
)0

(
36
)
r扶
桑
五
山
記
J
で
は
斯
様
に

｢文
明
十
五
年
｣
と
し
て
い
る
が
'
既
に

r大



日
本
史
料
｣
人
偏
十
四
で
配
列
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
'
そ
の
一
年
前
の
こ
と
'

｢文
明
十
四
年
｣
と
見
る
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
｡
事
実
'
｢天
隠
和
尚
語
録
｣

(建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
)
所
収

｢東
山
建
仁
禅
寺
入
寺
語
録
｣
の
冒
頭
に
'
｢師

於
文
明
十
四
年
壬
寅
二
月
廿

一
日
'
就
大
昌
院
受
講
'
同
三
月
十
六
日
入
寺
｣

と
明
記
さ
れ
て
い
る
｡
な
お

r大
日
本
史
料
｣
の
該
当
箇
所

(八
編
十
四
)
に

は
'
こ
の
語
録
の
'
こ
の
箇
所
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
'
も
ち
ろ
ん
最
も
重

要
な
史
料
だ
と
い
え
る
｡

(37
)
こ
れ
ら
入
寺
疏
の
本
文
は
'
い
ず
れ
も

r大
日
本
史
科
｣
の
該
当
箇
所

(八

編
十
四
)
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
'
次
の
よ
う
に
一
括
し
て

r
天
隠
和
尚
語

録
L
に
収
録
さ
れ
て
い
る
｡
山
門
疏

(｢桂
林
製
｣
)'
諸
山
疏

(
｢文
明
壬
寅
春

三
月
疏
｣
)'
江
湖
友
社
疏

(｢文
明
十
四
歳
姑
洗

正
宗
製
｣
)
'
道
旧
疏

(｢文

明
壬
寅
三
月
疏
｣
)'
同
門
疏

(｢文
明
壬
寅
三
月
疏

古
桂
製
｣
)
だ
が
'
実
は

r五
山
文
学
新
集
｣
五
で
本
文
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る

(
1
三
三
1
-
1
三
三
三
貢
)0

ま
た
こ
の
う
ち
山
門
疏
は

r桂
林
併
催
｣
に

｢天
隠
住
建
仁
山
門

壬
東
六
月
｣

と
し
て
'
同
門
疏
は

r桂
子
禅
味
]
(建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
)
に

｢前
真
如
天
隠

和
尚
住
建
仁
同
門
｣
と
し
て
'
道
旧
疏
は

r桃
源
疏
｣
(積
翠
文
庫
旧
蔵
)
に

｢天
隠
住
建
仁
道
旧
｣
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
-
0

(3
)
r幻
裏
疏
兼
｣
所
収

｢前
安
国
子
才
住
建
仁
｣
(道
旧
疏
)
と
し
て
t
r大
日
本

史
料
｣
の
該
当
箇
所

(人
偏
十
五
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
.
｢幻
雲
｣
は
'
月
舟

寿
桂
の
別
号
｡

(39
)
r扶
桑
五
山
記
｣
で
は
斯
様
に

｢不
入
院
｣
と
あ
る
が
'
｢建
仁
寺
住
持
位
次

簿
｣
で
は
そ
う
で
は
な
-

｢人
寺
｣
と
記
さ
れ
て
お
り
'
｢桂
林
併
催
｣
に
こ
の

際
の
山
門
疏
の
本
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る

(r大
日
本
史
科
し
八
甫
十
六
)0

(40
)こ
の
う
ち

｢入
寺
請
｣
即
ち
入
寺
語
録
の
本
文
は
未
見
だ
が
'
｢月
舟
有
江
湖

疏
｣
の
方
は

r幻
雲
耽
美
｣
に

｢舜
沢
住
天
竜
｣
(江
湖
疏
)
と
し
て
収
録
さ
れ

て
い
る

(r大
日
本
史
料
｣
八
編
十
六
)0

(41
)
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
'
｢桂
子
禅
味
｣
所
収

｢前
真
如
建
端
酉
堂
住

建
仁
山
門
｣
が
あ
る
｡
未
刊
で
'
白
文
な
の
で
'
適
宜
読
点
を
施
し
っ
つ
'
そ

｢扶
桑
五
山
記
｣
の
一
考
察

の
本
文
を
示
し
て
お
こ
う
｡

[桂
子
禅
味
]
(建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
)

○
前
真
如
廷
瑞
西
堂
住
建
仁
山
門

申
包
背
之
泰
乞
師
要
強
我
国
'
鵡
夷
子
為
越
欲
敵
敢
謀
其
身
'
蓋
義
士
果
於

勇
為
'
如
宗
匠
急
於
利
済
'
某
'
主
客
湖
海
､
名
乗
華
夷
'
痴
翁
之
伝
書
西

貫
達
不
墜
父
業
'
慈
昭
之
暴
済
北
貌
慕
尚
存
狙
風
'
允
也
道
行

1
時
自
然
気

空
余
子
謄
'
列
祖
正
法
眼
破
沙
盆
土
蝕
塵
嚢
礼
'
先
師
不
動
身
降
魔
剣
菅
寒

色
正
宏
'
開
清
涼
化
境
示
書
祥
慈
容
'
猿
鶴
豊
知
丈
夫
心
乎
'
或
出
或
処
'

亀
龍
固
為
王
者
瑞
也
'
倖
寿
伸
昌
'

(補
注
-
)
因
み
に
'
こ
れ

(恥
4
)
は

r大
日
本
史
料
｣
(五
編
)
未
刊
の
時
期
だ

が
､
対
応
す
る
入
寺
語
録
と
し
て

｢仏
燈
禅
師
語
録
J
所
収

｢瑞
竜
山
太
平
興

国
南
禅
禅
寺
語
錬
｣
が
あ
る
｡
こ
の
人
寺
語
録
は
､
無
年
号
で
'
未
刊
の
よ
う

だ
が
'
そ
の
時
期

(年
次
)
は
'
こ
の
よ
う
に
概
ね

r扶
桑
五
山
記
J
に
よ
っ

て
わ
か
る
｡
こ
の
よ
う
な
実
例
は
'
中
世
全
体
に
わ
た
っ
て
見
え
る
が

(特
に

｢叢
林
文
藻
｣
に
お
い
て
多
-
見
か
け
る
)'
山
口

｢入
寺
語
録
の
構
造
と
年
表
｣

(｢東
京
大
学
史
料
編
某
所
研
究
紀
要
J
八
号
'

1
九
九
八
年
三
月
)
の
別
表

(入
寺
語
録
年
表
)
に
示
し
た
次
第
で
あ
る
｡
こ
こ
に
も

r扶
桑
五
山
記
｣
の
史

料
的
貴
重
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
｡

(
二
〇
〇
〇
'
一
〇
'
二
五
成
稿
)


